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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

1. 食・農への理解促進 

(1) 農夢塾 

ＪＡ佐野（栃木県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 12 年度） 

 

1 動機 

（経緯） 

野菜作りを通して農業（食と農）への理解を深めてもらうとともに、農地の有効

活用を目的としています。 

2 概要 平成 12年からＪＡと佐野市、農業公社が共同で実施しました。 

平成 25 年度からはＪＡが主催となり、市は事務的な補助をしています。同塾では

食と農を軸とした地域活性化に向け、3 月から 12 月までの全 20 回の講義講習と

農作業実習で約 40 種類の野菜を育てることで、土作りから収穫までを学び、野菜

作りの基礎知識と技術の収穫を目指しています。 

3 成果 

（効果） 

ＪＡ佐野広報誌及び佐野市広報誌にて募集をかけ、女性 11 人を含む計 18人が参

加しました。野菜作りが初めてという人から、家庭菜園をして本格的に学びたい

人と様々な方がおりますが、毎年皆様より好評価を頂いております。 

4 今後の予

定（課題） 

今後も農業に触れる機会をつくり食と農への関心を持ってもらうべく継続してい

く予定です。 
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